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 この手順書は、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、XP、Vista、７（以下Ｗｉｎｄｏｗｓと記述し

ます。）でケーブルテレビ山形のＣＡＴＶインターネット使用環境をセットアップする手順

を説明するものです。 
 
第一章  はじめに 
 パーソナルコンピュータ（以下パソコンと記述します。）をインターネットに接続すると

いうことは、他の多くのコンピュータと通信網を介して接続がなされるということを意味

します。大多数の人々は善意の使用者ですが、中には悪意をもって人のパソコンに侵入し

危害を与えるものもいます。ネットワークに接続することにより多くのメリットが得られ

ますが、同時に危害を加えられることもあることを認識し、ケーブルモデム（以下モデム

と記述します）以降のセキュリティにつきましては、ユーザー各自の責においてご対応下

さい。 
 また、雷対策について記した 53 ページの「第五章 付記」には、雷によるパソコンやモ

デムの故障を防ぐ方法がありますので、ご参照ください。 
 
第二章   ネットワークの設定 

「プライベートＩＰアドレス固定方式」では、インターネットで通信を行うために必要

な設定（ＴＣＰ／ＩＰ設定）を行います。通信を行う際は、「IP アドレス」というユーザー

固有の番号をパソコンに設定する必要があります。 
弊社インターネット接続サービスでは、ＩＰアドレスの割当方法として「グローバルＩ

Ｐアドレス動的割当方式」と「プライベートＩＰアドレス固定方式」の２種類があります。

グローバルＩＰ動的割当（ＤＨＣＰ）に変更したい場合は、申込み（無料）が必要です。 
詳細は、弊社ホームページをご覧下さい。→ http://www.catvy.jp/support/ 

1.グローバルＩＰアドレス動的割当（ＤＨＣＰ）方式 
「グローバルＩＰアドレス方式」は、プライベートＩＰアドレスやファイアウォールに

よる制限はありませんので、様々なオンラインゲームや、電子会議システムなどのコミュ

ニケーションツールを利用できる自由度の高い環境といえます。 
またグローバルＩＰアドレス方式は動的割当（ＤＨＣＰ）を行いますので、プライベー

トＩＰアドレス方式のように固定でＩＰアドレスを設定するのではなく、パソコンの電源

を入れた際に、自動的にパソコンにグローバルＩＰアドレスが配布される形となります。 
2.プライベートＩＰアドレス固定方式 
「プライベートＩＰアドレス方式」は、プライベートＩＰアドレスというケーブルテレ

ビ山形ネットワーク内でのみ通用するＩＰアドレスを用いており、弊社内部のファイアウ

ォール設備を経由してインターネットに接続しております。プライベートＩＰアドレス及

びファイアウォールの特性上、市販のオンラインゲームや、電子会議システムなど、一部

のインターネットアプリケーションの利用に制限がでる場合があります。 
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プライベートＩＰアドレス固定方式の設定方法 
プライベートＩＰアドレス固定方式では、「IP アドレス」というユーザー固有の番号をパ

ソコンに設定する必要があります。ＩＰアドレスは別紙「パラメータシート」またはモデ

ム裏側のシールにある「ＩＰアドレス」の項目をご参照ください。また、サブネットマス

ク、プライマリ・セカンダリＤＮＳ・ゲートウェイアドレスも設定する必要があり、これ

らは、下記に示すユーザー共通のものを指定します。 
＜プライベートＩＰアドレス設定情報＞ 

ＩＰアドレス       ：10.１.ｘ.ｘ 
     （「パラメータシート」か、「モデム裏側のシール」を参照） 

サブネットマスク     ：255.255.0.0 
プライマリＤＮＳアドレス ：10.1.1.252 
セカンダリＤＮＳアドレス ：10.1.1.251 
ゲートウェイアドレス   ：10.1.1.253 
設定方法については、以下のページにお進みください。 
・Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００                   →  ６ページ 

・ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ                     → １０ページ 

・ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ                  → １５ページ 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ７                      → ２０ページ 

※セキュリティ対応に関する注意事項 

インターネットに接続するということは、世界中からお客様のパソコンに対してアクセ

スできることを意味します。そのため、セキュリティの対応が弱いと不正アクセスのター

ゲットとされる場合があります。具体的には、Windows のセキュリティホールを突いたウ

イルスやボットなどに感染することにより、パソコン内部のプライベートな情報を見られ

たり、お客様の知らない間に、お客様のパソコンを利用して外部に不正アクセスをする、

などです。 このような不正アクセスの防止のために、Windows のセキュリティアップデー

トをこまめに行うことや、お客様ご自身でファイアウォールの準備をされるなど充分なセ

キュリティ対策を施した上で利用することをお勧めいたします。また、Windows95/98/Me
は、マイクロソフトのサポートが終了しており、セキュリティ的に非常に脆弱なため使用

はお勧めできません。 
お客様がご使用のパソコンのセキュリティ確保は、お客様の自己責任となります。万一、

何らかの被害が発生しても弊社では補償いたしかねます。セキュリティ情報については、

下記のサイトに詳細がございます。ぜひ、ご参照いただきますことをお勧めいたします。 
● 総 務 省 ・ 経 済 産 業 省 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト ・「 サ イ バ ー ク リ ー ン セ ン タ ー 」

https://www.ccc.go.jp/ 
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 ※ブロードバンドルーター（有線・無線）使用時の注意 

現在ご利用中の環境でブロードバンドルーターをご利用中の場合は、パソコンの設定を

「ＩＰアドレスを自動的に取得する」設定にし、ブロードバンドルーターのＷＡＮ側の設

定を「ＩＰアドレスの手動設定」にする必要があります。なお、現在の環境がご不明の場

合は下記の画面より現在の設定をご確認ください。 
 

スタートメニュー→「プログラム（すべてのプログラム）」→「アクセサリ」→「コマン

ドプロンプト」で、「ipconfig  /all」をコマンド入力してください。 
ここで、ＤＮＳサーバー（優先・代替）、ＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォルト

ゲートウェイが下図のように表示される場合はモデムとパソコンが直接接続されています。 

 
※ ＯＳにより画面が若干異なります。（この図は Windows2000 の場合です） 
 

 また、ここでＩＰアドレスなどの表示が「１９２．１６８．××．××」になる場合

はモデムとパソコンの間にブロードバンドルーターが接続されています。 
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Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００ 
イーサネットアダプタをイーサネットアダプタ付属のマニュアルに従ってパソコンにセ

ットしてください。（イーサネットアダプタが内蔵されているパソコンもあります。） 
イーサネットアダプタのセットが終了しましたら、スタートメニューの「設定」か、「マ

イコンピュータ」から「コントロールパネル」を開き、「ネットワークとダイヤルアップ接

続」を選択し、開きます。さらに「ローカルエリア接続」をダブルクリックします。下図

の様に「ローカルエリア接続状態」のウィンドウが開きましたら、「プロパティ」ボタンを

クリックします。 
 

 
 
「ローカルエリア接続のプロパティ」が表示されましたら、「接続の方法」にインストー

ル済みのイーサネットアダプタが表示されます。表示されない場合は、イーサネットアダ

プタを再度インストールしてください。 
下図のように「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」が一覧の中に入っていれば、

左のチェックボックスにチェックが入っていることを確認していただきます。入っていま

したら、これを選択し、「プロパティ」ボタンを押してください。 
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一覧に「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」が無い場合、「インストール」を

クリックし、「プロトコル」を選択し「追加」、さらに「インターネットプロトコル（ＴＣ

Ｐ／ＩＰ）」を選択し、「OK」を押すと、項目が追加されます。 
 

なお、「Microsoftネットワーク用クライアント」、「Microsoftネットワーク用ファイルと

プリンタ共有」「NetBEUI」などはＣＡＴＶインターネット接続環境では使用しませんので、

必要が無い場合は、上図のように左のチェックをはずしていただくか、「削除」ボタンで削

除いただくことをお奨めいたします。（削除した内容があとから必要になった際は「インス

トール」から追加可能です。） 
 
「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」のウィンドウが開きまし

たら、「次のＩＰアドレスを使う」にチェックをいれ、「ＩＰアドレス」を別紙パラメータ

シートか、モデム裏側の「ＩＰアドレス」のシールを参照して入力します。間違うと通信

できなくなりますので正確に設定してください。また、サブネットマスク、デフォルトゲ

ートウェイの項目には以下をご指定ください。 

 
IP アドレス：パラメータシートまたは、モデム裏面を参照 

サブネットマスク：255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ：10.1.1.253 
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 次に「次のＤＮＳサーバーのアドレスを使う」にチェックを入れ、以下の内容をご指定

ください。 

 
優先ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.252 
代替ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.251 

 

 

 次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。下のほうにある「ＮｅｔＢＩＯ

Ｓ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックをいれて、「ＯＫ」ボタンを押してくださ

い。「この接続のプライマリ WINS アドレスが空です。続行しますか？」というメッセージ

がでる場合がありますが、その場合は「はい」を選択しください。 
「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェックでも通信に支障はありま

せんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY インターネットに接続されて

いる他のパソコンから共有されるおそれがあります。 
 次に「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」を「ＯＫ」ボタンで

閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」ボタンで閉じ、「ローカルエリ

ア接続状態」も「閉じる」ボタンで閉じ、最後にパソコンを再起動し、新しい設定を有効

にしてください。 
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設定の確認 
 
 ネットワークの設定が正常か確認します。スタートメニュー→「プログラム」→「アク

セサリ」→「コマンドプロンプト」で、「ipconfig  /all」をコマンド入力してください。先

ほど指定したホスト名・ＤＮＳサーバー（優先・代替）、ＩＰアドレス、サブネットマスク、

デフォルトゲートウェイが正しく表示されているか確認します。画面の表示については、

下図を参照してください。 

 
 

エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 
ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。ケーブルモデムとパソコンを接続

した状態で、インターネットアクセスが可能かお試しください。なおケーブルモデムとパ

ソコンの接続については、第三章をご参考ください。 
また、設定完了後もインターネットアクセスができない場合は、パソコン及びモデムの

再起動をお試しください。なお、モデムには電源スイッチがございませんので、コンセン

トを抜いていただきますと、再起動いたします。 
 
 
 



 10

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 
スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 

 
 
コントロールパネルを開いたら、左上の欄で「クラシック表示に切り替える」をクリッ

クしてください。 
 

 

 
次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワーク接続」をダブルクリックしてください。 
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次に「ローカルエリア接続」のアイコンをダブルクリックします。「ローカルエリア接続

の状態」のウィンドウが表示されましたら、「プロパティ」ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下図のように「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」が一覧の中に入っていれば、

左のチェックボックスにチェックが入っていることを確認していただきます。入っていま

したら、これを選択し、「プロパティ」ボタンを押してください。 
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一覧に「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」が無い場合、「インストール」を

クリックし、「プロトコル」を選択し「追加」、さらに「インターネットプロトコル（ＴＣ

Ｐ／ＩＰ）」を選択し、「OK」を押すと、項目が追加されます。 
 

なお、「Microsoftネットワーク用クライアント」、「Microsoftネットワーク用ファイルと

プリンタ共有」などはＣＡＴＶインターネット接続環境では使用しませんので、必要が無

い場合は、上図のように左のチェックをはずしていただくか、「削除」ボタンで削除いただ

くことをお奨めいたします。（削除した内容があとから必要になった際は「インストール」

から追加可能です。） 
 

「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」のウィンドウが開きまし

たら、「次のＩＰアドレスを使う」にチェックをいれ、「ＩＰアドレス」を別紙パラメータ

シートか、モデム裏側の「ＩＰアドレス」のシールを参照して入力します。間違うと通信

できなくなりますので正確に設定してください。また、サブネットマスク、デフォルトゲ

ートウェイの項目には以下をご指定ください。 
 

 
IP アドレス：パラメータシートまたは、モデム裏面を参照 

サブネットマスク：255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ：10.1.1.253 

 
  
次に「次のＤＮＳサーバーのアドレスを使う」にチェックを入れ、以下の内容をご指定く

ださい。 
 

 
優先ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.252 
代替ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.251 
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 次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。さらに「ＮｅｔＢＩＯＳ設定」

の項目で、「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックを入れ、「ＯＫ」

ボタンを押してください。「この接続のプライマリ WINS アドレスが空です。続行します

か？」というメッセージがでる場合がありますが、その場合は「はい」を選択しください。 
「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェックでも通信に支障はありま

せんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY インターネットに接続されて

いる他のパソコンから共有されるおそれがあります。 
 
 次に「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」を「ＯＫ」ボタンで

閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「閉じる」ボタンで閉じます。 
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設定の確認 
 
「ローカルエリア接続の状態」の画面に戻りましたら、上部の「サポート」タブをクリッ

クし、さらに「詳細(D)」をクリックし、設定情報の確認をします。 

 

  IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、 DNS サーバーの項目に入

力した各設定項目が正しく表示されているかをご確認ください。 
 
エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 
ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。ケーブルモデムとパソコンを接続

した状態で、インターネットアクセスが可能かお試しください。なおケーブルモデムとパ

ソコンの接続については、第三章をご参考ください。 
また、設定完了後もインターネットアクセスができない場合は、パソコン及びモデムの

再起動をお試しください。なお、モデムには電源スイッチがございませんので、コンセン

トを抜いていただきますと、再起動いたします。 
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ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ 
スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 

 
次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワークとインターネット」内にある「ネットワークの状態とタスクの表示」

をダブルクリックしてください。 
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 次に「ローカルエリア接続」の右側の「状態の表示」をクリックします。 
 

 
「ローカルエリア接続の状態」の「プロパティ」ボタンを押してください。 

 
「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示される場合がありますが、「続行」して

ください。次に、下図の通り「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/IPv4）を選

択し、右下の「プロパティ」をクリックします。 
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「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/IPv4）のプロパティ」のウィンドウが

開きましたら、「次のＩＰアドレスを使う」にチェックをいれ、「ＩＰアドレス」を別紙パ

ラメータシートか、モデム裏側の「ＩＰアドレス」のシールを参照して入力します。間違

うと通信できなくなりますので正確に設定してください。また、サブネットマスク、デフ

ォルトゲートウェイの項目には以下をご指定ください。 
 

 
 

 
IP アドレス：パラメータシートまたは、モデム裏面を参照 

サブネットマスク：255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ：10.1.1.253 

 
 
 次に「次のＤＮＳサーバーのアドレスを使う」にチェックを入れ、以下の内容をご指定

ください。 

 
優先ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.252 
代替ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.251 
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 次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。さらに「ＮｅｔＢＩＯＳ設定」

の項目で、「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックを入れ、「ＯＫ」

ボタンを押してください。「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェック

でも通信に支障はありませんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY イン

ターネットに接続されている他のパソコンから共有されるおそれがあります。 

 
次に「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/IPv4）のプロパティ」を「ＯＫ」

ボタンで閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」ボタンで閉じてくだ

さい。 
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「ローカルエリア接続の状態」の画面に戻りましたら「接続」の部分の「詳細(E)」をクリ

ックし、設定情報の確認をします。 
 IPv4 アドレス、IPv4 サブネットマスク、IPv4 デフォルトゲートウェイ、IPv4 DNS サ

ーバーの項目に入力した各設定項目が正しく表示されているかをご確認ください。 
 
エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 
ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。ケーブルモデムとパソコンを接続

した状態で、インターネットアクセスが可能かお試しください。なおケーブルモデムとパ

ソコンの接続については、第三章をご参考ください。 
また、設定完了後もインターネットアクセスができない場合は、パソコン及びモデムの

再起動をお試しください。なお、モデムには電源スイッチがございませんので、コンセン

トを抜いていただきますと、再起動いたします。 
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Ｗｉｎｄｏｗｓ７ 
スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 
 

 
 

次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワークとインターネット」内にある「ネットワークの状態とタスクの表示」

をクリックしてください。 
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 次に「アクティブなネットワークの表示」の右側の「ローカルエリア接続」をクリック

します。 
 

 
「ローカルエリア接続の状態」の「プロパティ」ボタンを押してください。 
 

 
 
「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示される場合がありますが、「続行」して

ください。次に、下図の通り「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/Ipv4）を選

択し、右下の「プロパティ」をクリックします。 
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「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」のウィ

ンドウが開きましたら、「次のＩＰアドレスを使う」にチェックをいれ、「ＩＰアドレス」

を別紙パラメータシートか、モデム裏側の「ＩＰアドレス」のシールを参照して入力しま

す。間違うと通信できなくなりますので正確に設定してください。また、サブネットマス

ク、デフォルトゲートウェイの項目には以下をご指定ください。 
 

 
IP アドレス：パラメータシートまたは、モデム裏面を参照 

サブネットマスク：255.255.0.0 
デフォルトゲートウェイ：10.1.1.253 

 
 
 次に「次のＤＮＳサーバーのアドレスを使う」にチェックを入れ、以下の内容をご指定

ください。 

 
優先ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.252 
代替ＤＮＳサーバーのＩＰアドレス：10.1.1.251 
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 次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。さらに「ＮｅｔＢＩＯＳ設定」

の項目で、「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックを入れ、「ＯＫ」

ボタンを押してください。「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェック

でも通信に支障はありませんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY イン

ターネットに接続されている他のパソコンから共有されるおそれがあります。 
次に「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」を

「ＯＫ」ボタンで閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」ボタンで閉

じてください。 
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なお、ホームグループの作成という画面が出る場合（前ページの下の図）がございます

が、その場合はキャンセルのボタンをクリックしてください。弊社インターネットを利用

する上では、特に必要ない項目になります。なお、家庭内で複数のパソコンでネットワー

クを構築し、ファイルの共有をする場合は、パソコンの取扱説明書をご参照いただき、設

定する必要があります。 
 

 
「ローカルエリアの状態」の画面に戻りましたら「接続」の部分の「詳細(E)」をクリック

し、設定情報の確認をします。 
 IPv4 アドレス、IPv4 サブネットマスク、IPv4 デフォルトゲートウェイ、IPv4 DNS サ

ーバーの項目に入力した各設定項目が正しく表示されているかをご確認ください。 
 
エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 
ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。ケーブルモデムとパソコンを接続

した状態で、インターネットアクセスが可能かお試しください。なおケーブルモデムとパ

ソコンの接続については、第三章をご参考ください。 
また、設定完了後もインターネットアクセスができない場合は、パソコン及びモデムの

再起動をお試しください。なお、モデムには電源スイッチがございませんので、コンセン

トを抜いていただきますと、再起動いたします。 
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第三章  モデムの動作確認と接続方法 
 モデムはＣＡＴＶ網とパソコンの仲介をします。モデムは、電源の投入後、パソコンの

イーサネットアダプタがもつＭＡＣアドレスと呼ばれる内部番号を記憶します。基本サー

ビスでは、初めて接続されたイーサネットアダプタのＭＡＣアドレスを、エクストラパッ

ク（モデム１台に対しハブ経由で複数台のパソコン接続をサポート）、SOHO サービスでは、

所定の台数分、イーサネットアダプタのＭＡＣアドレスを記憶します。そのため、モデム

に接続されている機器が変わる際は、一度モデムの電源を落とす必要があります。モデム

には電源スイッチがありませんので、コンセントを差し込むことにより電源を投入するこ

とになります。 
 また電源投入後、稼動状態になるまで多少時間がかかりますのでコンセントを抜かない

でください。電源投入後は、モデムのＬＥＤ（ランプ）の点灯・点滅が変動します。万が

一、時間が経ってもモデムが稼動状態にならない場合は電源を切り再度電源を投入してく

ださい。 
 

モデムとパソコンは、ＬＡＮケーブルで接続します。基本サービスでは、モデムとパソ

コン間をイーサネットストレートケーブルで接続します。エクストラパックコースでは、

ハブという機器をご用意いただいた上で、モデムとハブ間はイーサネットクロスケーブル

（ハブにカスケードポートがある場合はストレートケーブルも可能）、ハブから各パソコン

へはイーサネットストレートケーブルで接続します。（ハブはお客様にてご用意ください。

パソコンショップ等で購入できます。） 

 
＜接続概要＞ 

モデムはインターネットを利用していないときも、モデム制御情報を当局側と交信して

おり、障害状況の確認や管理ソフトウェアの更新を行っております。お客様の都合で一時

的に電源を切ることはかまいませんが、原則的にはモデムの電源は常に投入しておくよう

にお願いいたします。モデムの電源を切った場合、モデムが再起動し、正常動作を始める

まで、多少時間がかかる場合がありますので、ご了承ください。また同軸ケーブルはモデ

ムから絶対に外さないでください。 
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・ＣＭＡ－１００／２００タイプモデム（グレー／シルバー色・プラスティック製） 
モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の「POWER」ランプおよび、「SYNC」

ランプが定常点灯していることで判断します。（モデムのランプが正常稼動しない場合は

ページ後半の（備考）を参照ください。） 
 

 

 
 

モデムとパソコンをＬＡＮケーブルで接続したら、パソコンの電源が投入された状態で、

「LINK」ランプ、「DATA」ランプを確認してください。「LINK」ランプが定常点灯、

「DATA」ランプが点滅している状態が正常です。 
「LINK」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンのイーサネットアダプタ

を認識できていません。ＬＡＮケーブルやイーサネットアダプタがきちんと装着されてい

るか、または、接続概要をご覧の上、ＬＡＮケーブルのストレート・クロスを正しく使わ

れているかご確認ください。 
 なお、USB ポートは、弊社ではサポートしておりませんのでお使いいただけません。ご

了承ください。 
 

（備考） 
ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。そういった状態では、

通信レスポンスが極端に低下したり、「SYNK」が消灯、あるいは点滅するなどの症状が現

れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の試行をし

て下さい。 
電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 
上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・ＣＭＥ032（ＣＭＥ030）タイプモデム（黒／シルバー色・プラスティック製） 
モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の PWR ランプおよび、「CABLE」とあ

るカテゴリのLNKおよびSYNの 2つのランプが定常点灯していることで判断します。（モ

デムのランプが正常稼動しない場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 
 

 
 

モデムとパソコンをＬＡＮケーブルで接続したら、パソコンの電源が投入された状態で、

「ETHERNET」とあるカテゴリの LNK ランプを確認してください。 
ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンのイーサネットアダプタを認識で

きていません。ＬＡＮケーブルやイーサネットアダプタがきちんと装着されているか、ま

たは、接続概要をご覧の上、ＬＡＮケーブルのストレート・クロスを正しく使われている

かご確認ください。 
  

（備考） 
ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。そういった状態では、

通信レスポンスが極端に低下したり、「CABLE」カテゴリの LNK や SYN が消灯、あるい

は点滅するなどの症状が現れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結構

ですので、以下の試行をして下さい。 
1. モデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 
2. 1.で復旧しない場合、モデムの後ろ側の「ＲＳＴ」という小さなボタンをモデムの電源

が入った状態で、ペン先などで１０秒程度押して２０分ほど待つ。 
上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・BRG－３５２０２J タイプモデム（ダークグレー色・プラスティック製） 
モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデムの「Power」ランプ、「Cable」ランプ、

「Status」ランプが「緑」に定常点灯していることで判断します。 
次にモデムとパソコンをＬＡＮケーブルで接続したら、パソコンの電源が投入された状

態で、「Ethernet」ランプを確認してください。「Ethernet」ランプが「点滅」している状

態が正常です。詳細は下図をご参照ください。 
（モデムのランプが正常稼動しない場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 

 
「Ethernet」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンのイーサネットアダ

プタを認識できていません。ＬＡＮケーブルやイーサネットアダプタがきちんと装着され

ているか、または、接続概要をご覧の上、ＬＡＮケーブルのストレート・クロスを正しく

使われているかご確認ください。 
  

（備考） 
ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。そういった状態では、

通信レスポンスが極端に低下したり、「Cable」ランプは消灯、点滅、「緑」ではなく「橙」

に点灯。「Status」ランプが消灯、点滅。「Ethernet」ランプが「点滅」ではなく「点灯」

状態になるといった症状が現れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結

構ですので、以下の試行をして下さい。 
電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 
上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・ＣＢＣ２００Ｊ・２００Ｊ２・２００Ｊ３ (ダークグレー色・プラスティック製) 
モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の「POWER」ランプおよび、「CABLE」

ランプが定常点灯していることで判断します。 
（モデムのランプが正常稼動しない場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 

 
 

モデムとパソコンをＬＡＮケーブルで接続したら、パソコンの電源が投入された状態で、

「LAN」ランプ、「TX/RX」ランプを確認してください。「LAN」ランプが定常点灯、

「TX/RX」ランプが点滅している状態が正常です。 
「LAN」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンのイーサネットアダプタ

を認識できていません。ＬＡＮケーブルやイーサネットアダプタがきちんと装着されてい

るか、または、概要をご覧の上、ＬＡＮケーブルのストレート・クロスを正しく使われて

いるかご確認ください。 
  

（備考） 
ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。そういった状態では、

通信レスポンスが極端に低下したり、「CABLE」が消灯、あるいは点滅するなどの症状が

現れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の試行を

して下さい。 
電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 
上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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第四章  メールの設定 
メールの設定は、メールのユーザーカウントやパスワードなど、お客様の固有の情報が

必要になります。別途資料の「パラメータシート」をご参照ください。 
※新規加入のお客様に関しましては、工事が完了してから、パラメータシートがお客様のもとに郵送されるまで若干の

お時間をいただいております。ご了承ください。 

 
＜メール設定情報＞ 
・ユーザーアカウント      ：パラメータシートに記載 

・パスワード         ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 

・受信メールサーバー（POP3） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

・送信メールサーバー（SMTP） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

・メールアドレス             ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 

 

※パスワードは他人に知られることのないように十分注意してください。 

 

 

 
この章では、お使いのメールソフト別に設定方法を説明しております。 
 
・Outlook Express5.ｘ、6.ｘをお使いの方は、→ ３１ページ 
 
・windows メール（windows Vista）をお使いの方は、→ ３７ページ 
 
・outlook2007 をお使いの方は、→ ４４ページ 

 
・Windows live メールをお使いの方は、→ ４７ページ 
 
をご参照ください。 
 
 
 
 それ以外のメールソフトをお使いの方につきましては、メールソフトのマニュアルをご

参照ください。 
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Outlook Express 5.x－6.ｘ（アウトルックエクスプレス 5.ｘ－6.ｘ） 

 
アウトルックエクスプレスを立ち上げ、メニューの「ツール」から、「アカウント」を選

択してください。 

 

 
下図のウィンドウがあらわれますので、メールのタブを選択し、追加→メールを選んで

ください。インターネット接続ウィザードが立ち上がります。 
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下図では、送信者表示名を、自由に設定します。図では「山形 太郎」となっていますが、

アルファベット表記でもかまいません。またこの項目は必ずしも氏名である必要はござい

ませんので好きなものを任意に入力し、終わりましたら、「次へ」をクリックします。 

 
次に、「電子メールアドレスを「パラメータシート」を参照し、半角で入力してください。

お客様のアドレスは「○○@ma.catvy.ne.jp」（○○部分はユーザーアカウント）となります。

終わりましたら「次へ」をクリックします。 
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下図では「受信メールのサーバーの種類」が「POP３」になっていることを確認し、「受信

メールサーバー」に「pop.ma.catvy.ne.jp」、「送信メールサーバー」に「smtp.ma.catvy.ne.jp」
と半角で入力してください。終わりましたら「次へ」をクリックしてください。 

 
下図では、ユーザーアカウント（図例では○○となっています）とパスワードを入力しま

す。これらは「パラメータシート」に記載されていますので、確認して半角で正確に入力

してください。パスワードはアルファベットの大文字と小文字を区別して入力してくださ

い。（「Shift」キーを押しながら入力しますと通常小文字の場合、大文字入力となります。）

パスワードは欄上では＊でマスクされます。入力しましたら「パスワードを保存する」の

チェックを入れ、「次へ」をクリックしてください。 
※最下段の「セキュリティで保護されたパスワード認証を使用する」はチェックを入れないでください。 
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下図の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。 

 
 
インターネット接続ウィザードが終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻

ります。下図のようになっていれば登録は完了しています。「閉じる」をクリックしてくだ

さい。 
以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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＜設定内容の確認＞ 
※メール送受信の際エラーが発生しる場合や、設定項目を訂正したい場合はご参照ください。 

Outlook Express の「ツール」メニューから「アカウント」を選択してください。 
下図の「インターネット アカウント」ウィンドウが出ますので、項目を選択し、「プロパ

ティ」をクリックしてください。 

 
プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 
メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 
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次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 
 
「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」、「パスワード」を確認してください。 
「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 
「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目のチェックはしない

でください。 
 
受信メールサーバー（POP3 ） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

アカウント名          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 
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Windows メール（windows Vista） 
スタートボタンより電子メール（Windows メール）を立ち上げてください。 

 

メニューバーより「ツール」を選び、「アカウント」を選択します。 

 



 38

 「インターネットアカウント」の画面右側の「追加」を選択し、下図の画面で「電子メ

ールアカウント」が選ばれている状態にし、「次へ」をクリックします。 

 

次に、送信者の表示名を自由に設定します。ここでは「山形 太郎」となっていますが、

アルファベット表記でもかまいません。またこの項目は必ずしも氏名である必要はござい

ませんので好きなものを任意に入力し、終わりましたら、「次へ」をクリックします。 
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次に、電子メールアドレスを「パラメータシート」を参照し、半角で入力してください。

お客様のアドレスは「○○○○@ma.catvy.ne.jp」（○○部分はユーザーアカウント）となり

ます。終わりましたら「次へ」をクリックします。 

 
次に、「受信メールのサーバーの種類」が「POP３」になっていることを確認し、「受信メ

ールサーバー」の欄に「 pop.ma.catvy.ne.jp 」、「送信メールサーバー」の欄に

「smtp.ma.catvy.ne.jp」と半角で入力してください。終わりましたら「次へ」をクリック

してください。 
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次に、ユーザーアカウント（図例では○○○○となっています）とパスワードを入力しま

す。これらは「パラメータシート」に記載されていますので、確認して半角で正確に入力

してください。パスワードはアルファベットの大文字と小文字を区別して入力してくださ

い。（「Shift」キーを押しながら入力しますと通常小文字の場合、大文字入力となります。）

パスワードは欄上では●でマスクされます。入力しましたら「パスワードを保存する」の

チェックを入れ、「次へ」をクリックしてください。 
 

 
「設定完了」の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。なお、「完

了」をクリックした時点でメールの送受信を行いますので、すぐにメールの受信を行いた

くない場合は「今は電子メールをダウンロードしない」にチェックを入れてから「完了」

をクリックしてください。 
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全ての設定が終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻ります。「メール」

の部分に、「pop.ma.catvy.ne.jp」とうい表記になっていれば登録は完了しています。右下

の「閉じる」をクリックしてください。 
以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
 
＜設定内容の確認＞ 
Windows メールのメニューバーの「ツール」から「アカウント」を選択してください。 
「インターネットアカウント」ウィンドウが出ますので、「pop.ma.catvy.ne.jp」が選択さ

れている状態で右側の項目の「プロパティ」をクリックしてください。 
 
プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 
メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 
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次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 
 
「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」、「パスワード」を確認してください。 
「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 
「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目にチェックはしない

でください。 
 
受信メールサーバー（POP3 ） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

  ユーザー名 ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 
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なお、次のようなエラーが出る場合は、アカウント名・パスワードを間違って設定して

ある可能性があります。再度、パラメータシートを参照の上、設定してください。 
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Outlook 2007 
Outlook 2007 を起動し、メニューバーより「ツール」から「アカウント設定」を選択し

ます。 

 
 「電子メールアカウント」の画面の「新規」を選択します。 
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次に、「サーバー設定または追加のサーバーの種類を手動で構成する。」のチェックを入れ、

「次へ」をクリックします。 

 

 
次に、「インターネット電子メール」にチェックを入れ、「次へ」をクリックします。 

 

 
 



 46

次に、「名前」・「電子メールアドレス」・「受信メールサーバー」（pop.ma.catvy.ne.jp）・「送

信メールサーバー」（smtp.ma.catvy.ne.jp）・「アカウント名」・「パスワード」の各項目を、

パラメータシートを参照し入力してください。なお、「アカウントの種類」は「POP３」に

なっていることを確認してください。 

 
 
全ての入力が終わりましたら、「アカウント設定のテスト」をクリックし、異常がないかを

チェックしてください。なお、異常個所があった場合は、再度設定の確認をお願いします。 
以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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Windows live メール（Windows ７） 
スタートボタンからすべてのプログラム内にある Windows live のフォルダ内の

Windows live メールを立ち上げてください。 
※ プログラムがない場合は、http://download.live.com/wlmailよりダウンロードしてく

ださい。 

 
 
メニューバーより「ツール」を選び、「アカウント」を選択します。 
 

 
 
「アカウント」の画面右側の「追加」を選択し、下図の画面で「電子メールアカウント」

が選ばれている状態にし、「次へ」をクリックします。 

http://download.live.com/wlmail
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次に、電子メールアドレス・パスワード・表示名を入力します。ここでは「山形 太郎」

となっていますが、アルファベット表記でもかまいません。また、この項目は必ずしも氏

名である必要はございませんので好きなものを任意で入力します。 
その後、「電子メールアカウントのサーバー設定を手動で構成する」チェックを入れ「次

へ」をクリックします。 
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 次に、受信メールサーバーの種類が「ＰＯＰ３」になっていることを確認し、受信メー

ルサーバー・送信メールサーバーを設定します。 
 
受信メールサーバー（POP3 ） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ユーザー名          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 

 
 

 

  
入力が終わりましたら「次へ」をクリックしてください。 
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「完了」の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。 
なお、複数のアカウントを設定する際に「このアカウントを既定のメールアカウントに設

定する」にチェックを入れると、そちらが規定のアカウントになります。 
 
 全ての設定が終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻ります。「メール」

の部分に、「Ma.catvy.ne.jp」とうい表記になっていれば登録は完了しています。右下の「閉

じる」をクリックしてください。 
以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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＜設定内容の確認＞ 
※メール送受信の際エラーが発生した場合や、設定項目を訂正したい場合にご参照ください。 

Windows live メールのメニューバーの「ツール」から「アカウント」を選択してください。 
「アカウント」ウィンドウが出ますので、「○○○○＠ma.catvy.ne.jp」が選択されている

状態で右側の項目の「プロパティ」をクリックしてください。 
 
プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 
メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 

 
 
次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 
 
「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」を確認してください。 
「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 
「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目のチェックはしない

でください。 
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受信メールサーバー（POP3 ） ：pop. ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ：smtp. ma.catvy.ne.jp 

アカウント名          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します。） 

 

 
なお、次のようなエラーが出る場合は、アカウント名・パスワードを間違って設定して

ある可能性があります。再度、パラメータシートを参照の上、設定してください。 
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第五章 付記 
「落雷」によるパソコンのイーサネットアダプタ及び、モデムの故障防止法  
 
 近くに 落雷が生じますと、モデムやパソコンのイーサネットアダプタ（ＬＡＮボード）

が、電源部分から入った落雷時のサージ電流により、故障してしまうケースがあります。 
 お客様宅のＣＡＴＶ設備には、落雷による被害を防ぐために保安器が設置されています。

落雷による電流は保安器で止められるため、ＣＡＴＶの同軸ケーブルからの進入による雷

被害はほとんどありません。落雷による被害は、そのほとんどが電源側からの雷サージに

よるもので、雷サージが、パソコンの電源から入り、パソコンとモデムを唯一結んでいる

イーサネットストレートケーブルを経由してモデムからＣＡＴＶの同軸端子経由で保安器

のアースに抜けることによります。 
この際に、モデムとパソコンのイーサネットアダプタの双方に異常電圧がかかり、どち

らか弱い方か、あるいは双方が故障してしまいます。 
 

1.雷時の対策方法 
雷が鳴っているときや、落雷による被害が予想される場合は、次のような対策をお願い

致します。 
 
■パソコンの電源をコンセントから外す。 
 必ずパソコンを正常に終了させ、パソコン本体の電源を切った状態にしてから行ってく

ださい。 
 
■イーサネットストレートケーブルをモデムから外す。 
 モデムとパソコンとをつないでいるケーブルで、透明のモジュラコネクタがついている

ケーブルです。 
 

落雷によるイーサネットアダプタ、ルーター、パソコン等の機器の故障につい

て、ケーブルテレビ山形では一切補償いたしません。予めご了承ください。 
 

 
 
2.雷故障が発生した場合は？ 
  故障は、ほとんどの場合、サージ電流に弱いモデムのイーサネット挿入回路部分や、パ

ソコンのイーサネットアダプタに現れます。 落雷の影響があった場合、モデムの電源が入

らなくなったり、電源は入りますが、図のように、パソコンの電源が入った状態でも

ETHERNET のリンクランプがつかなくなります。  
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万一、雷害により、モデムが故障してしまった場合、弊社までご一報ください。 
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Q＆A 

Q1.ブロードバンドルーターを使用し、エクストラパックの申込みをせずに複数台のパソコ

ンは接続できますか？ 

A1ケーブルモデムとブロードバンドルーターを接続することで原則的には可能です。 

接続に際しモデムの電源リセットを行い、プライベートIPアドレス固定方式の場合は、ブ

ロードバンドルーターにIPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイIPアドレス、ネ

ームサーバーIPアドレスを設定する必要があります。設定方法の詳細は弊社ではお答えで

きませんので、ブロードバンドルーターのメーカにお問合せください。 

 なお、弊社では全ての機種で動作確認を行っておりません。ブロードバンドルーターを

使用した場合は、設定及び接続サポートの対象外となります。またブロードバンドルータ

ーを使用した場合のパソコンの設定及び通信不具合についてはサポートできませんので、

お客様の自己責任においてお使いください。  

Q2.無線LANは使用できますか？  

A2.原則的に利用可能です。 ルーター内蔵タイプについては、上記に準じます。無線LAN

を使用した場合のパソコンの設定及び通信不具合についてはサポートできませんので、お

客様の自己責任においてお使いください。  

 
Q3.職場、学校や、他のプロバイダなど外部のネットワークから、ケーブルテレビ山形のメ

ールサーバーは利用できますか？ 
A3.メール受信・送信ともに外部のネットワークから利用することが可能です。  
送信の際は、サブミッションポートによるＳＭＴＰ認証をしております。 
●設定方法 

1.メール送信サーバードレスを[smtp.ma.catvy.ne.jp]に変更する。 
2.メール送信のポートを[25]から[587]に変更する。 
3.メール送信サーバーの認証設定を ON にして、お客様のアカウント・パスワードを設定

する。 
設定方法の詳細については、下記リンクをご参照ください。 
http://www.catvy.ne.jp/port587/ 
 

Q4.ゲーム機（PS3/Wii/XBOX360）などにつなぎ、インターネットに接続できますか？ 

A4.ゲーム機の仕様に準じますが、原則的には可能です。パソコンとゲーム機でＬＡＮケー

ブルを抜き差しして利用する場合は、接続する機器が変わる度に、モデムの電源の再投入

が必要となります。また、ゲーム機の設定及び通信不具合についてはサポートできません

ので、お客様の自己責任においてお使いください。  


